
  

貧困研究会 
第９回研究大会 
共通論題　生活再建と貧困・復興格差 
  

2016年12月3日（土）4日（日） 

１２月３日（土）　シンポジウム（コラッセふくしま） 

１２月４日（日）　自由論題報告（チェンバおおまち） 

大会終了後、被災地をめぐるエクスカーション（参加費：弁当代込 3,500 円）を企画しています。 
奮ってご参加ください。定員がありますので参加を希望される方は早めにお申し込みください。 

※ 会員以外の方でも参加できます。 
※ 大会参加費：無料 
※ 参加される場合は、１1月末までにシンポジウム・懇親会・自由論題・エクスカーション
それぞれへの参加の有無について事務局までご連絡ください。 

※ 詳細および最新情報は貧困研究会HP(URL http://www.hinkonken.org)をご覧下さい。 

13：30～16：30 生活再建と貧困・復興格差 

「総論・問題提起」丹波史紀（福島大学） 

「賠償問題、賠償と自立、意識のズレ」除本理史（大阪市立大学） 

「県外避難者支援」佐藤宏美（ふくしま連携復興センター） 

「生業(なりわい)裁判」渡邊純（けやき法律事務所・弁護士） 

コーディネーター　丹波史紀（福島大学）

16：45～17：45 年次総会

18：00～ 懇親会

お問い合わせ・参加申し込み先 
貧困研究会事務局 
e-mail taikai-entry[ at ]hinkonken.org（送信時には[ at ]を@に置き換えて下さい）

9:00～9:30 

9:35～10:05 

10:10～10:40 

10:45～11:30

「ドイツにおける住宅喪失予防の取り組み」嵯峨嘉子（大阪府立大学） 

「高齢者の生活実態―最低生計費調査や聞き取り調査から見えること」中澤秀
一（静岡県立大学短期大学部）・小澤薫（新潟県立大学） 

「生活保護における障害加算の変遷と課題」中野加奈子（大谷大学） 

「治療の開始及び療養の継続に関わる支援の現状と課題(その１)　―医療機関
調査の結果から―」湯川順子（県立広島大学）・田中聡子（県立広島大学） 

「治療の開始及び療養の継続に関わる支援の現状と課題(その２)　―医療ソー
シャルワーカー調査の結果から―」田中聡子（県立広島大学）・湯川順子
（県立広島大学）



会場周辺地図 
 
コラッセふくしま 

　　　福島県福島市三河南町1番20号 
　　　ＪＲ福島駅（東北新幹線、東北本線、奥羽本線）西口より徒歩3分 

チェンバおおまち 

　　　福島県福島市大町4番15号 
　　　ＪＲ福島駅（東北新幹線、東北本線、奥羽本線）東口より徒歩10分 

※本研究大会は福島大学の助成を受けています。

コラッセふくしま


